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 調査を行った北極圏氷河の裸氷域表面には，1.0 – 150 g m-2 の暗色の固形不純物が堆積していた（Takeuchi et al., 






に影響する構成物は，東シベリアの氷河では，暗赤色の色素をもった雪氷藻類 Ancylonema nordensholdii であるこ










融解速度には負の有意な相関があることが明らかになった．不純物のない氷河表面の PDDF は，3.00 mm w.e.-1 day-
1 なのに対し，不純物を含む氷河表面では，最大 8.55 mm w.e.-1 day-1 となった．このことは，不純物によって融解
速度は最大 2.6 倍（平均 1.8 倍）に加速されていることを示している． 
	 以上の結果から，温暖化に伴って増えた氷体内からの鉱物粒子およびそれに伴って繁殖した糸状のシアノバク
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